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簡易型

6,534 件
(71.0%)

標準型Ⅱ型

1,554 件
(16.9%)

標準型Ⅰ型

277 件
(3.0%)

高度技術提案

型

7 件
(0.1%)

施工能力評価

型（Ⅱ型）

406 件
(4.4%)

施工能力評価

型（Ⅰ型）

354 件
(3.8%)

技術提案評価

型（Ｓ型）

76 件
(0.8%)

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

 平成24年度において、総合評価落札方式の適用率は件数ベースで99.4%となり、ほぼ100%の適用状況と
なっている。

 平成24年度において、タイプ別で最も多いのは簡易型の6,534件（全体に占める割合71.0%）で、最も少な
いのは高度技術提案型の7件である。

 新方式（施工能力評価型、技術力評価型）の合計件数シェアは9.0%であった。

注１）８地方整備局の工事を対象 （港湾・空港関係工事を含む）。
注２）適用率は随意契約を除く全発注工事件数に対する総合評価落札方式実施件数の割合。

（１）普及・拡大の状況

①実施件数

〔実施件数（平成17年度～平成24年度）〕 〔件数シェア（平成24年度）〕
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H21年度
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H22年度

【8916件】

H23年度

【9254件】

H24年度

【9208件】
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施工能力評価型（Ⅰ型） 技術提案評価型（Ｓ型） 総合評価適用率

(件)



簡易型

6,555 億円
(45.6%)

標準型Ⅱ型

3,382 億円
(23.5%)

標準型Ⅰ型

2,752 億円
(19.1%)

高度技術提案

型

242 億円
(1.7%)

施工能力評価

型（Ⅱ型）

391 億円
(2.7%)

施工能力評価

型（Ⅰ型）

414 億円
(2.9%)

技術提案評価

型（Ｓ型）

643 億円
(4.5%)

②実施金額

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

2

注１）８地方整備局の工事を対象 （港湾・空港関係工事を含む）。
注２）適用率は随意契約を除く全発注工事件数に対する総合評価落札方式実施件数の割合。

〔実施金額（平成17年度～平成24年度）〕 〔金額シェア（平成24年度）〕

 平成24年度において、総合評価落札方式の適用率は金額ベースで99.8%となり、ほぼ100%の適用状況と
なっている。

 平成24年度において、タイプ別で最も多いのは簡易型の6,555億円（全体に占める割合45.6%）で、最も少
ないのは高度技術提案型の242億円（全体に占める割合1.7%）件である。

 新方式（施工能力評価型、技術力評価型）の合計金額シェアは10.1%であった。
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 地方整備局においては、平成24年4月から新方式の試行導入を開始しており、平成25年3月には当月契約
工事の30.5%で新方式を適用している。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（２）新方式の試行状況

3

注１）８地方整備局の工事を対象 （港湾・空港関係工事を含む）。
注２）「総合評価（従来方式） 」とは、簡易型、標準Ⅱ型、標準Ⅰ型、高度技術提案型のタイプを適用した工事、「総合評価（新方式）」は、施工能力評価型Ⅱ型、施工能力評価型Ⅰ型、技術提

案評価型S型のタイプを適用した工事を示す。
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 高度技術提案型Ⅱ型の適用は、橋梁、トンネルで全体の76%（件数）、80%（金額）となっている。
 高度技術提案型Ⅲ型の適用は、橋梁、トンネル、ダムで全体の67%（件数）、84%（金額）となっている。
 平成24年度は高度技術提案型Ⅱ型の適用は1件、Ⅲ型の適用は6件であった。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（３）高度技術提案型の実施状況

4

【件数】

【金額】

【件数】

【金額】

〔高度技術提案型Ⅱ型〕

〔高度技術提案型Ⅲ型〕

年度 高度技術提案型 件数 金額

Ⅱ型 5件 119 億円

Ⅲ型 2件 199 億円
Ⅱ型 7件 134 億円
Ⅲ型 5件 51 億円
Ⅱ型 9件 188 億円

Ⅲ型 8件 165 億円

Ⅱ型 10件 271 億円
Ⅲ型 9件 625 億円
Ⅱ型 3件 20 億円

Ⅲ型 3件 70 億円

Ⅱ型 4件 133 億円

Ⅲ型 5件 194 億円

Ⅱ型 1件 23 億円
Ⅲ型 1件 11 億円
Ⅱ型 1件 122 億円
Ⅲ型 6件 120 億円

計 79件 2,445 億円

H19

H18

H17

H24

H23

H22

H21

H20

【金額】

橋梁

19件
(48%)

ﾄﾝﾈﾙ

11件
(28%)

離岸堤

4件
(10%)

その他

6件
(15%)

橋梁

154 億円
(11%)

ﾄﾝﾈﾙ

317 億円
(22%)

ﾀﾞﾑ

735 億円
(51%)

その他

229 億円
(16%)

橋梁

10件
(26%)

ﾄﾝﾈﾙ

10件
(26%)

ﾀﾞﾑ

6件
(15%)

その他

13件
(33%)

【工事区分】

【工事区分】

橋梁

397 億円
(39%)

ﾄﾝﾈﾙ

414 億円
(41%)

離岸堤

30 億円
(3%)

その他

169 億円
(17%)

その他：122億円その他：1件

‥Ｈ24年度案件

【各年度の工事件数と金額】

橋梁：2件

トンネル：3件

橋梁：13億円

トンネル：
105億円

その他：1件 構造物撤去：2億円

橋梁 19件 397 億円
ﾄﾝﾈﾙ 11件 414 億円
離岸堤 4件 30 億円
取水設備 1件 30 億円
樋管改築 1件 6 億円
建築 1件 6 億円
地盤改良 1件 4 億円
函渠 1件 122 億円
砂防堰堤 1件 1 億円

計 40件 1,010 億円

件数 金額区分

橋梁 10件 154 億円
ﾄﾝﾈﾙ 10件 317 億円
ﾀﾞﾑ 6件 735 億円
可動堰改築 2件 98 億円
計測設備 2件 9 億円
舗装 2件 4 億円
建築 1件 40 億円
U型擁壁 1件 32 億円
箱型函渠 1件 14 億円
土壌汚染処理 1件 15 億円
高水敷造成 1件 11 億円
構造物撤去 1件 2 億円
排水機場 1件 4 億円

計 39件 1,435 億円

区分 件数 金額



 WTO（標準型）において1工事あたりの競争参加者数は、H20年度の10.8者からH22年度には20.9者と倍
増し、その後も高い水準となっている。

 WTO（標準型）の工事件数はH20年度をピークに減少し、H23年度、H24年度はH19年度、H20年度水準ま
で持ち直している。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（４）１工事あたりの競争参加者数

5

注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。
注３）加算方式の工事を除く。
注４）｢「WTO（標準型）」は、標準型Ⅰ型、標準Ⅱ型のうち予定価格5.8億円以上の工事、「WTO技術提案評

価型（S型）」は、技術提案評価型S型のうち予定価格5.8億円以上の工事を示す。（以後、同様）
注５）競争参加者数には、辞退・無効等及び予定価格超過者を含む。
注６）競争参加者数は、Ｈ２２年度以前を７地方整備局で集計。
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１工事あたりの競争参加者数

簡易型 標準Ⅱ型 標準型・標準Ⅰ型

WTO(標準型) 高度技術提案型 施工能力評価型(Ⅱ型)

施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))

対象工事７件

【従来方式】 H24 H24
簡易型 6.2 者 施工能力評価型(Ⅱ型) 6.3 者

標準Ⅱ型 7.7 者 施工能力評価型(Ⅰ型) 7.9 者

標準型・標準Ⅰ型 9.3 者 技術提案評価型(Ｓ型) 7.9 者

WTO(標準型) 19.1 者 WTO(技術提案評価型(Ｓ型)) 11.2 者

高度技術提案型 4.7 者

【新方式】
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 入札率は経年で下落傾向にあり、平成17年度時点には100%に付近に集中していた分布が、H18年度から、
調査基準価格付近での入札も目立ちはじめ、H21年度以降は調査基準価格付近がピークとなっている。

 ただし、調査基準価格の引き上げの影響もあって、落札率は90%付近で推移している。

注１）８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。

注３）加算方式の工事を除く。
注４）調査基準価格が設定されていない工事を除く。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（５）入札の状況（入札率の分布）

注５）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。
6

【平成17年度】 【平成18年度】 【平成19年度】 【平成20年度】

【平成21年度】 【平成22年度】 【平成23年度】

〔凡例〕
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WTO(標準型) 高度技術提案型 施工能力評価型(Ⅱ型)

施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))
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落札率－調査基準価格率

簡易型 標準Ⅱ型 標準型・標準Ⅰ型

WTO(標準型) 高度技術提案型 施工能力評価型(Ⅱ型)

施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))

 WTO（標準型）の落札率については、H18年度以降上昇しているが、落札率と調査基準価格率の差はH19
年度以降全体的に縮小傾向にある。

 また、標準Ⅰ型・標準Ⅱ型・簡易型等の他のタイプも落札率と調査基準価格率の差が縮小傾向にある。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（６）入札の状況（「落札率」と「落札率ー調査基準価格率」）

7
注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾・空港関係工事を除く） 注２）価格競争を除く。
注３）加算方式の工事を除く。 注４）落札率-調査基準価格率は、調査基準価格が設定されていない工事を除く。
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施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))
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簡易型 標準Ⅱ型 標準型・標準Ⅰ型

WTO(標準型) 高度技術提案型 施工能力評価型(Ⅱ型)

施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))

対象工事７件

対象工事７件

【従来方式】 H24 H24
簡易型 90.7% 施工能力評価型(Ⅱ型) 90.5%

標準Ⅱ型 90.5% 施工能力評価型(Ⅰ型) 88.8%

標準型・標準Ⅰ型 88.2% 技術提案評価型(Ｓ型) 87.7%

WTO(標準型) 88.3% WTO(技術提案評価型(Ｓ型)) 88.5%

高度技術提案型 82.1%

【新方式】 【従来方式】 H24 H24
簡易型 5.8% 施工能力評価型(Ⅱ型) 5.2%

標準Ⅱ型 4.9% 施工能力評価型(Ⅰ型) 3.4%

標準型・標準Ⅰ型 2.0% 技術提案評価型(Ｓ型) 2.1%

WTO(標準型) 1.2% WTO(技術提案評価型(Ｓ型)) 1.4%

高度技術提案型 -4.9%

【新方式】



 技術評価点の得点率については、顕著な経年変化は見受けられない。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（７）技術評価の状況（入札参加者の技術評価点得点率の分布）

8
注１）８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。

注３）加算方式の工事を除く。
注４）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。（ここでは更に予定価格超過者を除く。）
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〔凡例〕 非落札者 落札者 落札者（平均） 非落札者（平均）

93.1%
90.7%

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

入
札
参
加
者
数

技術評価点の得点率

落札者：8559件

非落札者：25895件



0

2

4

6

8

10

12

14

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

技術評価点一位と二位の得点差
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WTO(標準型) 高度技術提案型 施工能力評価型(Ⅱ型)

施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))
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技術評価点一位同点者数

簡易型 標準Ⅱ型 標準型・標準Ⅰ型

WTO(標準型) 高度技術提案型 施工能力評価型(Ⅱ型)

施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))

 WTO（標準型）の技術評価点一位同点者数はH22年度までほぼ倍増し、以降は若干の減少傾向にある。
 技術評価点一位と二位の得点差は、WTO標準型、標準型・標準Ⅰ型、簡易型において、経年で減少傾向

にあったが、Ｈ24年度に微増ないし横ばいに転じた。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（８）技術評価の状況（入札参加者の技術評価点）

9
注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾・空港関係工事を除く） 注２）価格競争を除く。 注３）加算方式の工事を除く。
注４）技術評価点一位と二位の得点差は予定価格内１者の工事を除き集計。 注５）技術評価点の順位は、辞退・無効等及び予定価格超過者を除き判定。

対象工事７件

対象工事７件

【従来方式】 H24 H24
簡易型 1.0 者 施工能力評価型(Ⅱ型) 1.0 者

標準Ⅱ型 1.1 者 施工能力評価型(Ⅰ型) 1.0 者

標準型・標準Ⅰ型 1.1 者 技術提案評価型(Ｓ型) 1.0 者

WTO(標準型) 1.9 者 WTO(技術提案評価型(Ｓ型)) 1.6 者

高度技術提案型 1.0 者

【新方式】 【従来方式】 H24 H24
簡易型 4.0 点 施工能力評価型(Ⅱ型) 4.3 点

標準Ⅱ型 6.1 点 施工能力評価型(Ⅰ型) 3.8 点

標準型・標準Ⅰ型 4.9 点 技術提案評価型(Ｓ型) 4.9 点

WTO(標準型) 5.5 点 WTO(技術提案評価型(Ｓ型)) 7.6 点

高度技術提案型 5.0 点

【新方式】
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技術評価点最高得点者の落札者に占める割合

簡易型 標準Ⅱ型 標準型・標準Ⅰ型

WTO(標準型) 高度技術提案型 施工能力評価型(Ⅱ型)

施工能力評価型(Ⅰ型) 技術提案評価型(Ｓ型) WTO(技術提案評価型(Ｓ型))

 落札者のうち、技術評価点の最高得点者の占める割合は増加傾向にあり、最低価格者の占める割合は減
少傾向にある。

（９）落札者に占める技術評価点の最高得点者及び最低価格者の割合

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

10
注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾・空港関係工事を除く） 注２）価格競争を除く。
注３）加算方式の工事を除く。

対象工事７件

対象工事７件

H24 H24
簡易型 77.4% 施工能力評価型(Ⅱ型) 78.1%

標準Ⅱ型 78.3% 施工能力評価型(Ⅰ型) 75.9%

標準型・標準Ⅰ型 80.0% 技術提案評価型(Ｓ型) 72.9%

WTO(標準型) 84.3% WTO(技術提案評価型(Ｓ型)) 95.5%

高度技術提案型 14.3%

【新方式】【従来方式】 H24 H24
簡易型 75.5% 施工能力評価型(Ⅱ型) 54.5%

標準Ⅱ型 64.0% 施工能力評価型(Ⅰ型) 69.2%

標準型・標準Ⅰ型 55.0% 技術提案評価型(Ｓ型) 54.2%

WTO(標準型) 33.5% WTO(技術提案評価型(Ｓ型)) 13.6%

高度技術提案型 85.7%

【新方式】【従来方式】



 落札者の内、技術評価点の最高得点者の占める割合は平成20年度以降は76%割程度と大きな変動がみ
られない。

（10）落札者に占める技術評価点の最高得点者・最高得点者以外、
最低価格者・最低価格者以外の割合［簡易型］

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

11

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成21年度 平成22年度

注１）８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。
注３）加算方式の工事を除く。

注４） 価格及び技術評価点の区分は、辞退・無効等及び予定価格超過者を除き判定。

平成23年度 平成24年度



 落札者の内、技術評価点の最高得点者の占める割合は増加傾向にあり、最低価格者の占める割合はH19
年度までに大幅に減少し、その後横ばいである。

（11）落札者に占める技術評価点の最高得点者・最高得点者以外、
最低価格者・最低価格者以外の割合［ＷＴＯ（標準型）］

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

12

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成21年度 平成22年度

注１）８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。
注３）加算方式の工事を除く。

平成23年度

注４） 価格及び技術評価点の区分は、辞退・無効等及び予定価格超過者を除き判定。

平成24年度



 落札率と調査基準価格率の差は年々縮小しており、近年では調査基準価格付近の価格で入札が行われて
いることが確認できる。

 なお、技術評価点の得点率については、顕著な経年変化が見受けられない。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（12）落札者の「落札率-調査基準価格率」と「技術評価点の得点率」

13
注１）８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。

注３）加算方式の工事を除く。
注４）調査基準価格が設定されていない工事を除く。

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度



 落札者と同様に、入札率と調査基準価格率の差は年々縮小しており、近年では調査基準価格付近の価格
で入札が行われている。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（13）全入札参加者の「入札率-調査基準価格率」と「技術評価点の得点率」

14
注１）８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。
注３）加算方式の工事を除く。

注４）調査基準価格が設定されていない工事を除く。
注５）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。（ここでは更に予定価格超過者を除く）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度



 落札者（評価値1位）と次点者（評価値2位）の入札率及び技術評価点の得点率の差は、経年で縮小傾向に
ある。

１．総合評価落札方式の実施状況（経年変化等）

（14）落札者（評価値１位）と次点者（評価値２位）の
「入札率」及び「技術評価点の得点率」の差

15
注１）８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２）価格競争を除く。
注３）加算方式の工事を除く。

注４）予定価格内１者の工事を除く。
注５）落札者（評価値１位）と次点者（評価値２位）の差は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度

落札者が
技術面で優位

平成24年度

落札者が
価格面で優位



２．総合評価落札方式の実施状況（平成24年度）

 「維持修繕」、「通信設備」、「機械設備」、「造園」、「塗装」は、簡易型の適用率が高い。
 「鋼橋上部」、「PC」は、簡易型の適用率が低く、標準Ⅱ型、標準Ⅰ型、WTO標準型の適用率が高い。

（１）タイプの適用状況（従来方式）

工事件数：7,787件

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事の従来方式を対象。 16
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 競争参加者数は、「一般土木」、「AS舗装」、「鋼橋上部」、「PC」が多く、「維持修繕」、「通信設備」、「機械設
備」等の工種における競争参加者数が少ない。

 従来方式・新方式ともに、上位タイプを適用した工事ほど競争参加者数が多く、特に従来方式の「WTO標
準型」では平均19.1者とその傾向が顕著である。

（２）競争参加の状況

①工事種別別 ②総合評価のタイプ別（従来方式）

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）競争参加者数には、辞退・無効及び予定価格超過者を含む。

２．総合評価落札方式の実施状況（平成24年度）
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工事件数：8418件
平均工事規模：176百万円
平均入札参加者数：7.0者

工事件数：3649件
平均工事規模：248百万円
平均入札参加者数：9.0者

工事件数：533件
平均工事規模：159百万円
平均入札参加者数：8.4者

工事件数：173件
平均工事規模：495百万円
平均入札参加者数：11.3者

工事件数：181件
平均工事規模：372百万円
平均入札参加者数：10.6者

工事件数：349件
平均工事規模：116百万円
平均入札参加者数：2.4者

工事件数：182件
平均工事規模：91百万円
平均入札参加者数：5.8者

工事件数：1885件
平均工事規模：79百万円
平均入札参加者数：4.3者

３．入札の状況（平成24年度）

 「一般土木」、「AS舗装」、「鋼橋上部」、「PC」は、調査基準価格付近に集中した分布形状となっており、特
に「鋼橋上部」と「PC」は、その傾向が顕著である。

 平均工事規模が比較的小さな「維持修繕」、「機械設備」、「電気設備」では、調査基準価格付近への分布に
加えて、予定価格付近にも分布が広がっている。

（１）入札率の分布

①工事種別別

〔一般土木〕 〔AS舗装〕

〔鋼橋上部〕 〔PC〕

〔維持修繕〕 〔機械設備〕 〔電気設備〕

〔全工事種別〕

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）調査基準価格の設定されていない工事を除く。

注３）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。
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非落札者：93.7%
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85.2%
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 「簡易型」では、調査基準価格付近と予定価格付近への2つのピークをもつ分布形状となっているが、上位
タイプほど調査基準価格付近に分布が集中する傾向が見られる。

②総合評価のタイプ別（従来方式）

３．入札の状況（平成24年度）

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）調査基準価格の設定されていない工事を除く。 注３）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。 19

〔価格競争〕

〔標準Ⅱ型〕 〔標準Ⅰ型〕

〔WTO標準型〕 〔高度技術提案型〕
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平均工事規模：511百万円
平均入札参加者数：9.3者

工事件数：185件
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平均入札参加者数：19.1者

工事件数：7件
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平均入札参加者数：4.7者

〔簡易型〕

工事件数：5974件
平均工事規模：113百万円
平均入札参加者数：6.3者

工事件数：8418件
平均工事規模：176百万円
平均入札参加者数：7.0者〔全タイプ〕
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 入札率と調査基準価格率の差が0％に集中する傾向が見られる。この結果は、調査基準価格付近での入
札が多いことを示している。

 工種別では、「一般土木」、「AS舗装」、「鋼橋上部」、「PC」において、入札率と調査基準価格率の差が0％
に集中する傾向が強く、「鋼橋上部」、「PC」はその傾向が顕著である。

（２）「入札率-調査基準価格率」の分布

〔一般土木〕 〔AS舗装〕

〔鋼橋上部〕 〔PC〕

〔維持修繕〕 〔機械設備〕 〔電気設備〕

〔全工事種別〕

①工事種別別

３．入札の状況（平成24年度）

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）調査基準価格の設定されていない工事を除く。

注３）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。
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平均工事規模：176百万円
平均入札参加者数：7.0者

工事件数：3649件
平均工事規模：248百万円
平均入札参加者数：9.0者
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平均入札参加者数：11.3者

工事件数：181件
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工事件数：349件
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平均入札参加者数：2.4者

工事件数：182件
平均工事規模：91百万円
平均入札参加者数：5.8者

工事件数：1885件
平均工事規模：79百万円
平均入札参加者数：4.3者
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 総合評価のタイプ別に見ると、上位タイプを適用した工事ほど入札率と調査基準価格率の差の分布が0％
に集中する傾向が見られる。

３．入札の状況（平成24年度）

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）調査基準価格の設定されていない工事を除く。

注３）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。
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〔全タイプ〕

工事件数：39件
平均工事規模：94百万円
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平均入札参加者数：9.3者

工事件数：185件
平均工事規模：1639百万円
平均入札参加者数：19.1者

工事件数：7件
平均工事規模：4590百万円
平均入札参加者数：4.7者

工事件数：5974件
平均工事規模：113百万円
平均入札参加者数：6.3者

②総合評価のタイプ別（従来方式）
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非落札者：22.7%
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〔WTO標準型〕 〔高度技術提案型〕

〔簡易型〕
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平均工事規模：176百万円
平均入札参加者数：7.0者
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４．技術評価の状況（平成24年度）

 技術評価点の得点率（各社の技術評価点÷技術評価点の満点）の平均を工種別に比較すると、「一般土
木」、「AS舗装」、「鋼橋上部」、「PC」の得点率が比較的高い。

 一方、「機械設備」、「電気設備」は、得点率が低い範囲にも落札者が分布している。

（１）技術評価点の状況（得点率の分布）

〔一般土木〕 〔AS舗装〕

〔鋼橋上部〕 〔PC〕

〔維持修繕〕 〔機械設備〕 〔電気設備〕

〔全工事種別〕

①工事種別別

工事件数：8559件
平均工事規模：173百万円
平均入札参加者数：6.9者

工事件数：3639件
平均工事規模：249百万円
平均入札参加者数：9.0者

工事件数：531件
平均工事規模：159百万円
平均入札参加者数：8.4者

工事件数：173件
平均工事規模：495百万円
平均入札参加者数：11.3者

工事件数：181件
平均工事規模：372百万円
平均入札参加者数：10.6者

工事件数：371件
平均工事規模：109百万円
平均入札参加者数：2.4者

工事件数：189件
平均工事規模：88百万円
平均入札参加者数：5.5者

工事件数：1928件
平均工事規模：77百万円
平均入札参加者数：4.3者

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）価格競争を除く。

注３）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。
（ここでは更に予定価格超過者を除く） 22

落札者：94.2%
非落札者：91.3%
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 総合評価のタイプ別では、落札者の技術評価点の得点率（各社の技術評価点÷技術評価点の満点）に大
きな違いは見受けられないが、上位タイプになるにつれて落札者と非落札者の平均得点率に差異が見られ
る。

〔簡易型〕

〔標準Ⅱ型〕 〔標準Ⅰ型〕

〔WTO標準型〕 〔高度技術提案型〕

４．技術評価の状況（平成24年度）

工事件数：6165件
平均工事規模：110百万円
平均入札参加者数：6.2者

工事件数：1361件
平均工事規模：209百万円
平均入札参加者数：7.7者

工事件数：40件
平均工事規模：511百万円
平均入札参加者数：9.3者

工事件数：185件
平均工事規模：1639百万円
平均入札参加者数：19.1者

工事件数：7件
平均工事規模：4590百万円
平均入札参加者数：4.7者

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）価格競争を除く。

注３）入札参加者数は、競争参加者数から無効・辞退等を除く。
（ここでは更に予定価格超過者を除く） 23

②総合評価のタイプ別（従来方式）
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〔全タイプ〕
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 工種別では、「鋼橋上部」、「PC」において、技術評価点1位同点者が2者以上の割合が多くなっている。特
に「PC」は、他工種に比べて1位同点者が3者以上の割合も多い。

（２）技術評価点の状況（１位同点者数）

①工事種別別

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）価格競争を除く。
注３）技術評価点１位者数は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

４．技術評価の状況（平成24年度）

〔全工事種別〕

24

〔一般土木〕 〔AS舗装〕

〔鋼橋上部〕 〔PC〕

〔維持修繕〕 〔機械設備〕 〔電気設備〕

工事件数：8559件
平均工事規模：173百万円
平均入札参加者数：6.9者

工事件数：3639件
平均工事規模：249百万円
平均入札参加者数：9.0者

工事件数：531件
平均工事規模：159百万円
平均入札参加者数：8.4者

工事件数：173件
平均工事規模：495百万円
平均入札参加者数：11.3者

工事件数：181件
平均工事規模：372百万円
平均入札参加者数：10.6者

工事件数：371件
平均工事規模：109百万円
平均入札参加者数：2.4者

工事件数：189件
平均工事規模：88百万円
平均入札参加者数：5.5者

工事件数：1928件
平均工事規模：77百万円
平均入札参加者数：4.3者



 総合評価落札方式のタイプ別には、「WTO標準型」を適用した工事において、技術評価点1位同点者が多く
発生している。

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）価格競争を除く。
注３）技術評価点１位者数は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

４．技術評価の状況（平成24年度）

25

〔全タイプ〕 〔簡易型〕

〔標準Ⅱ型〕 〔標準Ⅰ型〕

〔WTO標準型〕 〔高度技術提案型〕

②総合評価のタイプ別（従来方式）

工事件数：6165件
平均工事規模：110百万円
平均入札参加者数：6.2者

工事件数：1361件
平均工事規模：209百万円
平均入札参加者数：7.7者

工事件数：40件
平均工事規模：511百万円
平均入札参加者数：9.3者

工事件数：185件
平均工事規模：1639百万円
平均入札参加者数：19.1者

工事件数：7件
平均工事規模：4590百万円
平均入札参加者数：4.7者

工事件数：8559件
平均工事規模：173百万円
平均入札参加者数：6.9者



 技術評価点1位と2位の得点率の差を工種別に比較すると、「機械設備」と「電気設備」が他工種に比べて差
が大きい。

（３）技術評価点の状況（１位と２位の得点率の差の分布）

〔一般土木〕 〔AS舗装〕

〔鋼橋上部〕 〔PC〕

〔維持修繕〕 〔機械設備〕 〔電気設備〕

〔全工事種別〕

①工事種別別

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）価格競争を除く。
注３）予定価格内１者の案件を除く。
注４）得点率の順位は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

４．技術評価の状況（平成24年度）

工事件数：2932件
平均工事規模：270百万円
平均入札参加者数：10.3者

工事件数：448件
平均工事規模：167百万円
平均入札参加者数：9.3者

工事件数：164件
平均工事規模：516百万円
平均入札参加者数：11.7者

工事件数：174件
平均工事規模：383百万円
平均入札参加者数：10.9者

工事件数：99件
平均工事規模：223百万円
平均入札参加者数：4.8者

工事件数：102件
平均工事規模：106百万円
平均入札参加者数：7.4者

工事件数：992件
平均工事規模：82百万円
平均入札参加者数：6.2者

工事件数：5742件
平均工事規模：213百万円
平均入札参加者数：8.9者

26

平均：2.4%
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 技術評価点1位と2位で技術評価点の得点率の差をタイプ別に比較すると、「WTO標準型」が他のタイプに
比べて差が小さい。

〔簡易型〕

〔標準Ⅱ型〕 〔標準Ⅰ型〕

〔WTO標準型〕 〔高度技術提案型〕

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）価格競争を除く。
注３）予定価格内１者の案件を除く。
注４）得点率の順位は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

４．技術評価の状況（平成24年度）

工事件数：3832件
平均工事規模：129百万円
平均入札参加者数：8.5者

工事件数：1035件
平均工事規模：222百万円
平均入札参加者数：9.1者

工事件数：35件
平均工事規模：550百万円
平均入札参加者数：10.1者

工事件数：182件
平均工事規模：1628百万円
平均入札参加者数：19.4者

工事件数：6件
平均工事規模：5316百万円
平均入札参加者数：5.2者
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〔全タイプ〕

工事件数：5742件
平均工事規模：213百万円
平均入札参加者数：8.9者

②総合評価のタイプ別（従来方式）
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５．総合評価の結果と落札者の特徴（平成24年度）

 落札者の内訳を全工事種別で見ると、最高得点かつ最低価格の企業が落札する割合が最も高い。
 一方、「鋼橋上部」と「PC」では、最高得点かつ最低価格以外の企業が落札する割合が最も高くなっている。

（１）落札者の内訳

〔一般土木〕 〔AS舗装〕

〔鋼橋上部〕 〔PC〕

〔維持修繕〕 〔機械設備〕 〔電気設備〕

〔全工事種別〕

①工事種別別

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２）価格競争を除く。 注３）落札者の内訳は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

工事件数：8559件
平均工事規模：173百万円
平均入札参加者数：6.9者 工事件数：

3639件
平均工事規模：

249百万円
平均入札参加者数：

9.0者

工事件数：
173件

平均工事規模：
495百万円

平均入札参加者数：

11.3者

工事件数：
371件

平均工事規模：
109百万円

平均入札参加者数：

2.4者

工事件数：
531件

平均工事規模：
159百万円

平均入札参加者数：

8.4者

工事件数：
181件

平均工事規模：
372百万円

平均入札参加者数：

10.6者

工事件数：
189件

平均工事規模：
88百万円

平均入札参加者数：

5.5者

工事件数：
1928件

平均工事規模：
77百万円

平均入札参加者数：

4.3者
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：71%

：78%

：72%

：63%

：66%

：68%

：78%

：50%

：77%

：39%

：94%

：90%

：84%

：77%

：83%

：82%



〔簡易型〕

〔標準Ⅱ型〕 〔標準Ⅰ型〕

〔WTO標準型〕 〔高度技術
提案型〕

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。 注２）価格競争を除く。
注３）落札者の内訳は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

 タイプ別に落札者の内訳を比較すると、「簡易型」、「標準Ⅱ型」において最高得点かつ最低価格の企業が
落札する割合が最も高い。

 一方、「標準Ⅰ型」、「WTO標準型」においては、最高得点かつ最低価格以外の企業が落札する割合が、
下位のタイプと比べて高くなる傾向にある。

 上位タイプほど最低価格者が落札者となる割合が少なく、最高得点者が落札者となる割合が多い。

②総合評価のタイプ別（従来方式）

５．総合評価の結果と落札者の特徴（平成24年度）

工事件数：
6145件

平均工事規模：
110百万円

平均入札参加者数：

6.2者

工事件数：
1361件

平均工事規模：
209百万円

平均入札参加者数：

7.7者

工事件数：
185件

平均工事規模：
1639百万円

平均入札参加者数：

19.1者

工事件数：
40件

平均工事規模：
511百万円

平均入札参加者数：

9.3者

工事件数：
7件

平均工事規模：
4590百万円

平均入札参加者数：

4.7者
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〔全工事種別〕

工事件数：8559件
平均工事規模：173百万円
平均入札参加者数：6.9者

：71%

：78%

：78%

：76%

：79%

：64%

：81%

：56%

：84%

：33%

：14%

：85%



 技術評価点の得点率は90％以上、”落札率-調査基準価格率”は0％以上（5％未満）に集中している。
 工種別に落札者の「落札率-調査基準価格率」と「技術評価点の得点率」を比較すると、他の工事種別と比

較し、「鋼橋上部」と「PC」の”落札率-調査基準価格率”が0%以上（5%未満）に分布が一層集中しているこ
とが分かる。

（２）落札者の「落札率-調査基準価格率」と「技術評価点の得点率」

〔一般土木〕 〔AS舗装〕

〔鋼橋上部〕 〔PC〕

〔維持修繕〕 〔機械設備〕 〔電気設備〕

①工事種別別

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。 注３)調査基準価格が設定されていない工事は除く。
注２）価格競争を除く。

５．総合評価の結果と落札者の特徴（平成24年度）

工事件数：
3639件

平均工事規模：
249百万円

平均入札参加者数：

9者

工事件数：
173件

平均工事規模：
495百万円

平均入札参加者数：

11.3者

工事件数：
349件

平均工事規模：
116百万円

平均入札参加者数：

2.4者

工事件数：
531件

平均工事規模：
159百万円

平均入札参加者数：

8.4者

工事件数：
181件

平均工事規模：
372百万円

平均入札参加者数：

10.6者

工事件数：
180件

平均工事規模：
92百万円

平均入札参加者数：

5.6者

工事件数：
1878件

平均工事規模：
79百万円

平均入札参加者数：

4.3者

〔全工事種別〕

工事件数：8379件
平均工事規模：176百万円
平均入札参加者数：6.9者
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 簡易型や標準Ⅱ型では、”落札率-調査基準価格率”が5％以上（調査基準価格から離れた価格での入札）
で落札している者もいるが、標準Ⅰ型とＷＴＯ標準型ではほぼ全ての落札者が0％以上（5％未満）に集中し
ている。

 更に、WTO標準型は、標準Ⅰ型に比べて技術評価点の得点率が高得点帯に集中している。

〔簡易型〕

〔標準Ⅱ型〕 〔標準Ⅰ型〕

〔WTO標準型〕 〔高度技術
提案型〕

５．総合評価の結果と落札者の特徴（平成24年度）

工事件数：
5974件

平均工事規模：
113百万円

平均入札参加者数：

6.3者

工事件数：
1359件

平均工事規模：
209百万円

平均入札参加者数：

7.7者

工事件数：
185件

平均工事規模：
1639百万円

平均入札参加者数：

19.1者

工事件数：
40件

平均工事規模：
511百万円

平均入札参加者数：

9.3者

工事件数：
7件

平均工事規模：
4590百万円

平均入札参加者数：

4.7者

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。 注３)調査基準価格が設定されていない工事は除く。
注２）価格競争を除く。 31

②総合評価のタイプ別（従来方式）

〔全工事種別〕

工事件数：8379件
平均工事規模：176百万円
平均入札参加者数：6.9者



 ｢鋼橋上部｣と｢PC｣は、入札率の差が±1%に集中する度合いが顕著である。また、技術評価点の得点率
の差も-1%～3%に集中しており、価格と技術の両面で差が付きにくくなっている。

（３）落札者（評価値１位）と次点者（評価値２位）の
「入札率」及び「技術評価点の得点率」の差

①工事種別別

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２)予定価格内１者の案件は除く。 注３）価格競争を除く。 注４）落札者の内訳は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

〔全工事種別〕

５．総合評価の結果と落札者の特徴（平成24年度）

工事件数：5742件
平均工事規模：213百万円
平均入札参加者数：8.9者

〔維持修繕〕

工事件数：
992件

平均工事規模：
82百万円

平均入札参加者数：

6.2者

〔一般土木〕

〔鋼橋上部〕

〔機械設備〕

工事件数：
2932件

平均工事規模：
270百万円

平均入札参加者数：

10.3者

工事件数：
164件

平均工事規模：
516百万円

平均入札参加者数：

11.7者

工事件数：
99件

平均工事規模：
223百万円

平均入札参加者数：

4.8者

〔AS舗装〕

〔PC〕

〔電気設備〕

工事件数：
448件

平均工事規模：
167百万円

平均入札参加者数：

9.3者

工事件数：
174件

平均工事規模：
383百万円

平均入札参加者数：

10.9者

工事件数：
102件

平均工事規模：
106百万円

平均入札参加者数：

7.4者
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 ｢WTO標準型｣は、入札率の差が±1%に集中する度合いが顕著である。また、技術評価点の得点率の差
も-1%～3%に集中しており、価格と技術の両面で差が付きにくくなっている。

 また、「標準Ⅰ型」についても同様の傾向が見受けられ、価格と技術の両面で差が付きにくくなっている。

②総合評価のタイプ別（従来方式）

注１）８地方整備局（港湾空港関係工事を除く）の平成２４年度契約工事を対象。
注２)予定価格内１者の案件は除く。 注３）価格競争を除く。 注４）落札者の内訳は、無効・辞退等及び予定価格超過者を除き判定。

５．総合評価の結果と落札者の特徴（平成24年度）

〔簡易型〕

〔標準Ⅱ型〕

〔WTO標準型〕

工事件数：
3832件

平均工事規模：
129百万円

平均入札参加者数：

8.5者

工事件数：
1035件

平均工事規模：
222百万円

平均入札参加者数：

9.1者

工事件数：
182件

平均工事規模：
1628百万円

平均入札参加者数：

19.4者

〔標準Ⅰ型〕

〔高度技術
提案型〕

工事件数：
35件

平均工事規模：
550百万円

平均入札参加者数：

10.1者

工事件数：
6件

平均工事規模：
5316百万円

平均入札参加者数：

5.2者
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〔全工事種別〕

工事件数：5742件
平均工事規模：213百万円
平均入札参加者数：8.9者



６．総合評価の導入と工事成績評定点

 価格競争よりも簡易型等、簡易型等よりも標準型等の工事成績が高く、品質確保、向上の効果が得られて
いる。

注１） ８地方整備局の工事を対象。（港湾・空港関係工事を除く）
注２） 価格競争を含む
注３） 注１）、注２）を満たす工事のうち、工事成績データと契約データのマッチングができたものを対象
注４） 各年度の工事件数は契約年度別で整理
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（１）総合評価落札方式の実施率と工事成績評定点の変化
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６．総合評価の導入と工事成績評定点

 上位タイプを適用した工事ほど、工事成績80点以上の割合が増え、工事成績の平均も高まる傾向が見受
けられる。

注１） 10地方整備局等のH24年度完成工事を対象 （港湾・空港関係工事を除く）。
注２） 価格競争を含む
注３） 注１）、注２）を満たす工事のうち、工事成績データと契約データのマッチングができたものを対象
注４） 価格競争のうち工事成績評点が80点以上の工事の約7割（10工事/14工事）が災害復旧工事

35

（２）総合評価のタイプと工事成績評定点【従来方式】



６．総合評価の導入と工事成績評定点

 技術評価点の得点率が高い工事ほど、工事成績評定点の平均が高く、80点以上の高評点を得る割合が
多くなっている。

注１） 10地方整備局等のH24年度完成工事を対象 （港湾・空港関係工事を除く）。
注２） 価格競争を除く
注３） 注１）、注２）を満たす工事のうち、工事成績データと契約データのマッチングができたものを対象 36
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